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の場合、2010 年の時点で国内の公共図書館は 60 館１（約 37 万人に１館）であり、マラウ
ィの場合は同じく 2010 年の時点で国内に少なくとも 16 館２（約 93 万人に１館）が確認
されているのみである。 
ネパールにおいても政府による具体的な図書館政策は取られておらず、公共図書館の数
は約 100 館３（約 26万人に１館）とされている。また、図書館に関する法整備もなされて
いない。その一方で、ネパールにおいては、図書館設置支援活動を主な目的とする２つの






















 （%） 2009 2010 2011 
社会インフラ・サービス 455.2 487.7 552.8 1495.7 54.6 
 
教育 171.8 132.5 170.8 475.1 17.3 
 
保健 55.3 104.1 76.7 236.1 8.6 
 
水・衛生 11.5 44.0 40.4 95.9 3.5 
 
政府・市民社会 132.4 131.5 177.6 441.5 16.1 
経済インフラサービス 124.3 196.7 200.6 521.6 19.0 
 
運輸・道路 48.5 89.9 118.4 256.8 9.4 
 
通信 1.5 1.4 2.4 5.3 0.2 
 
エネルギー 69.0 68.3 68.0 205.3 7.5 
生産セクター 29.7 54.7 77.8 162.2 5.9 
 
農林水産業 25.6 46.6 65.5 137.7 5.0 
 
工・鉱・建設業 3.4 5.9 4.9 14.2 0.5 
マルチセクター援助 51.4 114.9 98.4 264.7 9.7 
 
一般環境保護 7.8 22.5 15.2 45.5 1.7 
食糧援助／一般プログラム支援 24.6 58.8 35.2 118.6 4.3 
 
食糧援助 24.6 9.7 35.2 69.5 2.5 
債務関連 5.5 5.8 6.2 17.5 0.6 
 
債務免除 0.6 0.6 0.6 1.8 0.1 
その他 68.0 27.7 62.9 158.6 5.8 
合計 758.7 946.3 1033.9 2738.9 100 
 















は行われていない。民間での活動に目を向けると、Room to Read や本研究において扱う



























































図 1 ：ジョムソン村の地図 
5 
 
出典：“「地球の歩き方」編集室編. 地球の歩き方: ネパールとヒマラヤトレッキング. 第
16版. ダイヤモンド・ビッグ社, 2011, 373p. ”及び訪問調査を参考に筆者作成 
 
















   図 2 ：ジョムソン村の空港周辺地域  ては黒い四角で囲んだ部分が空港周
    筆者撮影   辺の宿泊施設が密集している地域で













図 3 ：ジョムソン村本村の風景 空港周辺に比べると伝統的な作りの建物が多く、街並 















 図 4 ：ジョムソン村の街道沿い     性団体によって設置されたシャワー 
   筆者撮影      ルームも存在する。このシャワールー
         ムを設置した女性団体は、プータン・
コミュニティ・ライブラリーの設置においても共同出資を行っている。 




 ネパールの行政単位である村落開発委員会（VDC: Village Development Committee。
県、郡に続く行政単位。日本における村に相当する）で見た場合、ジョムソン VDC には













イブ・イグナトウらによる“Public Libraries and Democratization in Three Developing 
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Countries: Exploring the Role of Social Capital”を参考にする。 
統計資料及び報告書については、ネパール中央統計局（Central Bureau of Statistics）



























イグナトウらによる “Public Libraries and Democratization in Three Developing 
Countries: Exploring the Role of Social Capital”（Libri. 2012, vol.62, no.3, p. 67-80）な
どに基づいて概観する。 
ネパールにおける近代公共図書館の始まりは、1901 年に公開された公文書館を除けば、









































10 のリソースセンターを設置し、現在ではネパール全体に 54 のリソースセンターが存在
する。その利用圏域には約 182 万人が含まれ、82 の事業が展開されている。なお READ
は現在、ネパール以外にインド、ブータンにおいても支援活動を行っている１３。一方で
Room to Read は、1998 年からネパールで活動を開始した NGOであり、ネパール中部・
西部の丘陵・テライ地域を中心に、学校及び学校図書館の設置と女子への奨学金給付など






カースト層「ダリット」女子を中心に. 名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要. 2010, 











る人々」と定義づけられている。また 2001年には、地方開発省傘下の委員会が 23 のカー
ストを正式にダリットとして発表したが、これには不可触民と見なされないカーストも含
まれており、異論が唱えられた。この他、現地 NGOである FEDO（Feminist Dalit 
Organization）はダリットを「不可触の慣行に基づいた、非人道的な差別を受けているも






















































































































































































































































ドル未満の「その他低所得国（Other Low Income Countries）」が６カ国。第３に、同じ
く GNI が 1,006～3,975 ドルの「下位中所得国（Lower Middle Income Countries and 
Territories）」が 40 カ国・地域。第４に、同じく GNI が 3,976～12,275 ドルの「上位中
所得国（Upper Middle Income Countries and Territories）」が 54カ国・地域である。 




３つの条件を備えた、人口 7,500 万人未満の国家を示す２０。現在、49 カ国の LDC の内、
アフリカに 34 カ国、アジアに９カ国、中南米に１カ国、太平洋に５カ国存在する。下記
に示した「表 2 ：LDC の内訳」は、LDC の地域ごとの内訳を示したものである２１。 
 




















 READ（Rural Education And Development）とは、ネパールをはじめとした南アジア
を拠点に、図書館設置支援活動を行っている国際的な NGO である。1991 年に Antonia 
Neubauer によって設立され、ネパール、インド、ブータンで図書館の設置、事業支援な
どを行っている。2007 年には READ の各国支部を統括する組織として READ Global が
設立された。 
 
表 3 ：READの活動地域と活動の概要 
  活動開始年 設置図書館数（館） 展開事業数 利用圏域内人口（人） 
READ Nepal 1,991  57  87  1,870,000  
READ Bhutan 2,008  6  3  28,205 
READ India 2,008  14  13  224,640  
 
出典：READ. “Our Work”. READ Global: Inspiring Rural Prosperity. 
http://www.readglobal.org/our-work, (参照 2014-12-04).  
 









またネパールは READ の中心的な支援地域であり、READ による最初の支援国である。







1.4.5 Room to Read 






で 1,677の学校、15,119 の図書館・図書室を設置している２３。ネパールは Room to Read
が活動を開始した国であり、2011年の時点で 3,176の図書室を設置している。下に示した
「表 4 ：Room to Read の現在の活動状況」は、Room to Read が現在活動している、あ
るいは今後活動を予定している国々での活動状況をまとめたものである。 
 











バングラディシュ 275  15  - 546  
カンボジア 1,397  121  4  2,551  
インド 4,970  113  - 3,913  
ラオス 948  100  172  1,283  
ネパール 3,176  185  918  2,197  
スリランカ 1,212  92  342  2,269  
ベトナム 567  49  120  1,972  
南アフリカ 292  32  - - 
ザンビア 315  - - 657  
タンザニア - - - - 
 




表を見ると、ネパールにおける Room to Read の活動は、図書館・図書室の設置数では
インドに次いで２番目に多い 3,176 室である。現地語出版及び学校建設においては全活動
国中で最も多く、それぞれ 185 タイトルの現地語書籍と、918 校の学校を建設している。
女子に対する教育支援は 2,197名に対して行っており、スリランカに次いで４番目である。 



















 ネパール（ネパール連邦民主共和国）は南アジアの内陸国であり、国土面積 14 万 7,000







には現在、内陸国が 48 カ国存在し、そのうちの 17 カ国が後発発展途上国に認定されてい
る。 



































































































図 5 ：ネパールの地理区分 
出典：Central Bureau of Statistics. Population Monograph of Nepal : POPULATION 













































































だが可触のカースト、不可触カースト）は用いられることはないが、“Population by ethnic 






















マデシ ダリット ネワール 
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 
裁判所 181  77.02  4  1.70  18  7.66  0  0.00  32  13.62  
立憲組織 14  56.00  2  8.00  3  12.00  0  0.00  6  24.00  
内閣 20  62.50  4  12.50  5  15.63  0  0.00  3  9.38  
議会 159  60.00  36  13.58  46  17.36  4  1.51  20  7.55  
行政 190  77.55  3  1.22  9  3.67  0  0.00  43  17.55  
政党指導者 97  58.43  25  15.06  26  15.66  0  0.00  18  10.84  
地方自治体等 
責任者 
106  55.79  23  12.11  31  16.32  0  0.00  30  15.79  
工業／商業 
指導者 
7  16.67  0  0.00  15  35.71  0  0.00  20  47.62  
教育界指導者 75  77.32  2  2.06  7  7.22  1  1.03  11  11.34  
文化・学術的 
専門家 
85  75.22  6  5.31  0  0.00  0  0.00  22  19.47  
科学／技術 
専門家 
36  58.06  2  3.23  6  9.68  0  0.00  18  29.03  
市民社会 
指導者 
41  75.93  1  1.85  4  7.41  0  0.00  8  14.81  
合計 1011  66.25  108  7.08  170  11.14  5  0.33  231  15.14  
割合 66.25 7.08 11.14 0.33 15.14 
人口割合 31.60 22.20 30.90 8.70 5.60 

















































































































一方で純就学率は 1995 年の時点で 67.5%であった。純就学率とは学齢人口のうちの在
籍生徒数を学齢人口で割ったものである。純就学率は学齢人口のうちの何割が適正な学校
教育の段階に在籍しているかを示す数値である。2001年の段階において、ネパール全体の












以上の男女について調査した 2011 年のネパールの国勢調査の結果を表したものである。 
 




男性（人） % 女性（人） % 
合計 12,849,041  100  13,645,463  100  
就学前教育 341,944  2.66  297,087  2.18  
初等教育 3,361,832  26.16  2,923,292  21.42  
前期中等教育 1,768,964  13.77  1,497,549  10.97  
中期中等教育 1,038,105  8.08  819,263  6.00  
SLC 932,103  7.25  704,056  5.16  
後期中等教育 605,011  4.71  431,437  3.16  
大学 306,772  2.39  150,972  1.11  
大学院以上 118,829  0.92  39,603  0.29  
その他 9,421  0.07  7,720  0.06  
学校外教育 308,647  2.40  359,470  2.63  
未回答 40,724  0.32  35,718  0.26  
就学経験なし 4,016,689  31.26  6,379,296  46.75  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 
http://cbs.gov.np/wp-content/uploads/2012/11/National%20Report.pdf, (2013-1-11).  
 













 次に、下に示したの「表 7 ：ネパールの性別及び居住地域別学校教育経験（2011 年国
勢調査）」は、上の表を更に都市部と農村部よって分けたものである。 
 




男性（人） % 女性（人） % 男性（人） % 女性（人） % 
就学前教育 59,805  2.6  49,884  2.3  282,139  2.7  247,203  2.2  
初等教育 467,191  20.3  412,957  18.6  2,894,641  27.5  2,510,335  22.0  
前期中等教育 322,875  14.0  278,317  12.6  1,446,089  13.7  1,219,232  10.7  
中期中等教育 233,884  10.1  199,408  9.0  804,221  7.6  619,855  5.4  
SLC 284,557  12.3  232,483  10.5  647,546  6.1  471,573  4.1  
後期中等教育 250,010  10.8  194,462  8.8  355,001  3.4  236,975  2.1  
大学 160,954  7.0  91,045  4.1  145,818  1.4  59,927  0.5  
大学院以上 72,068  3.1  27,694  1.3  46,761  0.4  11,909  0.1  
その他 1,868  0.1  1,437  0.1  7,553  0.1  6,283  0.1  
学校外教育 49,145  2.1  66,549  3.0  259,502  2.5  292,921  2.6  
未回答 8,085  0.4  7,085  0.3  32,639  0.3  28,633  0.3  
就学経験なし 395,607  17.2  656,450  29.6  3,621,082  34.4  5,722,846  50.1  
合計 2,306,049  100  2,217,771  100  10,542,992  100  11,427,692  100  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p.  
 

















ネパールにおける識字率は、2011 年の National Population and Housing Census にお
いて調査されている。５歳以上の人口は 2,392 万 6,541人であり、そのうち、読み書きが
できる人口が 65.9%に当たる 1,577万 7,786人である。また、読むことのみできる人口は、
2.5%に当たる 60 万 2,777 人である。そして読むことも書くこともできない人口は 31.4%







考えられる。なお、下記に示した「表 8 ：ネパールの識字率（2011） ネパール全体」、




表 8 ：ネパールの識字率（2011） ネパール全体 
  
ネパール全体 
男性 % 女性 % 合計 % 





読み書き可能 8,666,282  75.1  7,111,504  57.4  15,777,786  65.9  
読むことのみ可能 283,708  2.5  319,069  2.6  602,777  2.5  
読み書き不可能 2,575,935  22.3  4,948,492  39.9  7,524,427  31.4  
無回答 8,159  0.1  13,392  0.1  21,551  0.1  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 







表 9 ：ネパールの識字率（2011） 都市部と農村部 
 
都市部 農村部 
男性 % 女性 % 男性 % 女性 % 





読み書き可能 1,899,135  89.0  1,551,539  75.2  6,767,147  72.0  5,559,965  53.8  
読むことのみ可能 31,888  1.5  39,388  1.9  251,820  2.7  279,681  2.7  
読み書き不可能 201,577  9.4  470,821  22.8  2,374,358  25.3  4,477,671  43.3  
無回答 851  0.04  1,521  0.1  7,308  0.1  11,871  0.1  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 
http://cbs.gov.np/wp-content/uploads/2012/11/National%20Report.pdf, (2013-1-11).  
 
 次に、都市部と農村部の識字率を見てみると、読み書き可能な女性の割合において、都






表 10 ：ムスタン郡の識字率（2011） 
  
ムスタン郡 
合計 % 男性 % 女性 % 





読み書き可能 8,334  66.2  5,034  75.4  3,300  55.8  
読むことのみ可能 305  2.4  139  2.0  166  2.8  
読み書き不可能 3,945  31.3  1,502  22.4  2,443  41.3  
無回答 4  0.03  1  0.01  3  0.05  
 
出典：Central Bureau of Statistics. National Population and Housing Census 2011. 
Central Bureau of Statistics. 2011, 266p, 















合計 男性 女性 合計 男性 女性 
全年齢（6歳以上） 51.0  62.6  39.6  71.9  81.2  61.9  
成人（15 歳以上） 45.0  59.4  31.2  68.3  80.0  55.8  
6～9 歳 52.0  55.4  48.5  74.6  76.3  72.8  
10-14歳 77.0  82.5  71.2  88.9  91.2  86.4  
15-19歳 71.7  80.8  63.1  87.1  90.8  82.9  
20-24歳 61.4  75.8  49.0  82.0  89.0  75.2  
15-24歳 76.0  78.6  56.5  84.7  90.0  79.1  
25-29歳 51.2  67.8  36.6  76.3  86.5  65.7  
30-34歳 45.1  63.9  27.8  71.7  84.4  57.7  
35-39歳 37.9  56.1  20.2  65.4  80.1  49.0  
40-44歳 33.2  51.4  15.7  60.9  77.0  42.4  
45-49歳 30.4  47.3  13.6  54.0  73.6  28.4  
50-54歳 26.6  42.5  10.1  42.8  63.9  18.4  
55-59歳 24.7  39.9  7.3  33.3  51.8  15.8  
60-64歳 18.5  31.6  4.9  24.2  40.4  11.0  
65歳以上 15.8  26.9  3.9  17.6  32.9  5.9  
 
出典：Central Breau of Statistics. A Perspective on Population Census 2001. 2003, 
P.239. 
 
 表において、都市部・農村部共に、10 歳から 14 歳の男性が最も識字率が高く、特に都
市部の方は表中で最高値である。女性においても、10 歳から 14 歳が最も高く、都市部で
86.4%、農村部で 71.2%である。また、年代が上がると共に識字率は低下し、都市部農村
部共に 65歳以上が最も低くなっている。全年代において女性は男性よりも識字率が低く、






 ネパールの主な産業は、農業や卸売業、運送業などである。産業別 GDP から見ると、
農業 34.8%、卸売業 14.2%、運送業 8.3%、不動産業 8.2%、建設業 6.7%、製造業 6.2%、
教育業 5.5%、金融業 4.7%、観光業 1.8%となっている。労働人口の 65.7%が農業に従事し
ており、次いで、製造業が 9.0%、商業（卸売・小売業）が 8.7%となっている。GDP 構成
比率及び産業別労働人口割合の詳細については、下記の「表 12 ：ネパール産業別 GDP
割合 （2011/12 年度）」、「表 13 ：ネパール産業別労働人口割合 （2001 年）」に示した。 
 
表 12 ：ネパール産業別 GDP 割合 （2011/12年度） 
産業 GDP割合 （%） 産業 GDP割合 （%） 
農林業 34.8  社会サービス業 2.1  
卸売業 14.2  ホテル・レストラ
ン業 
1.8  
運送業 8.3  
不動産業 8.2  医療・社会福祉行 1.5  
建設業 6.7  エネルギー業 1.1  
製造業 6.2  鉱業 0.6  
教育業 5.5  漁業 0.3  
金融業 4.7  その他 4.0  
 
出典：在ネパール日本国大使館. “図説 ネパール経済 2013”. 在ネパール日本国大使館. 
http://www.np.emb-japan.go.jp/jp/pdf/economy2013.pdf,（参照 2014-08-27）. 
 
表 13 ：ネパール産業別労働人口割合 （2001 年） 
産業 労働人口割合（%） 産業 労働人口割合（%） 
農林水産業 65.7  運輸・通信業 1.6  
製造業 9.0  エネルギー業 1.5  
商業 8.7  観光関連業 1.2  
社会サービス業 3.7  金融業 0.5  
政府関係 3.0  不動産業 0.3  
建設業 2.9  その他 1.9  
 







であり、南アジア地域協力連合（SAARC: South Asian Association for Regional 
Cooperation）におけるブータンの 17.5%、インドの 17.2%、パキスタンの 21.6%、バン
グラディシュの 18.3%などと比較した場合、工業化の遅れが目立っている。 
2011/12年度の、物価上昇を考慮しない名目 GDPは 185億ドル、１人当たりの名目 GDP
は 735 ドルであった。外貨獲得の多くを海外出稼ぎ労働者の送金が担っており、2011/12
年度では、約 38万人が中東諸国やマレーシアなどに出稼ぎに行き、同期間の送金額は GDP
















































図 6 ：ネパール国立図書館本館 
出典：Nepal National Library. SOURCE OF KNOWLEDGE AND PROGRESS：NEPAL 
NATIONAL LIBRARY, http://www.nnl.gov.np/index.php,（参照 2013-8-22） . 
 
ネパール国立図書館は、国王の教師であったヘム・ラジュ・パンデイ（当時既に死亡）























Vidyabhawan Library、西部丘陵地域カスキ郡の Pokhara Public Library。中西部タライ
地域バンケ郡のMahendra Libraryである。極西部タライ地域カイラリ郡の Kailali Public 
Libraryである４５。以下にそれぞれの概要を記す。 
 
① Sarbajanik Vidyabhawan Library 






② Pokhara Public Library 
Pokhara Public Libraryは1995年に初の国立図書館の分館となった公共図書館である。
現在約 4,000冊の蔵書を収蔵しており、65の新聞と雑誌を恒常的に購入している。利用者






③ Mahendra Library 




④ Kailali Public Library 
Kailali Public Library は 1957年に地元の住民主導で設置され、1998年にネパール国
立図書館の分館となった図書館である。ネパール語、ヒンドゥ語、サンスクリット語、英





Public Access To Information & ACTs Phase II Report Nepal によれば、ネパールの公
共図書館部門に対する調査の不足により、ネパールにおける公共図書館の正確な数はこれ
まで明らかにされていない。しかしながら、図書館の専門家や図書館に関連する組織によ





































ネパールは READ の中心的な支援地域であり、READ による最初の支援国である。現
在ネパールには 54 の READセンターが設置されており、その利用圏域には 182万人が含
まれている。首都カトマンズにも READセンターは設置されており、コンピュータや視聴
覚資料、児童用図書、ネパール語以外の言語による図書などが置かれている。 
 ネパールにおける READの活動は、組織が発足した 1991 年から始まっている。極西部
山岳地域サルクンブ郡ジュンベシ村に設置された Junbesi Community Library and 








る後述の Room to Read と異なる点として挙げられる。 
 設置地域を地形別に見てみると、READ センターの約 25%が山岳地域に、約 45%が丘
陵地域に、そして 30%がタライ地域に設置されている。一方で開発地域別に見てみると、
東部開発地域が約 20%、中部開発地域が約 29%、西部開発地域が約 25%、中西部開発地
域が約 6%、極西部開発地域が約 20%となっている。詳細は、下に示した「図 8 ：ネパー
ルにおける READセンターの分布」及び「表 14 ：ネパールにおける READセンターの
分布」に示した。なお、READのウェブサイトによれば、現在ネパールには 54 の READ
センターが設置されていると記載されている。しかし、表６中の数字は同サイトの地図に
示されていた情報を元にしているため、READ センターの総数は 49館となっている。 
 
 
図 8 ：ネパールにおける READセンターの分布 
出典：READ Global. “READ Nepal”. READ Global, 






表 14 ：ネパールにおける READセンターの分布 
地域区分 
山岳地域 丘陵地域 タライ地域 合計 
館数（館） % 館数（館） % 館数（館） % 館数（館） % 
東部 1 2.0  6 12.2  3 6.1  10 20.4  
中部 1 2.0  5 10.2  8 16.3  14 28.6  
西部 4 8.2  6 12.2  2 4.1  12 24.5  
中西部 1 2.0  2 4.1  0 0.0  3 6.1  
極西部 5 10.2  3 6.1  2 4.1  10 20.4  
合計 12 24.5  22 44.9  15 30.6  49 100  
 
出典：READ Global. “READ Nepal”. READ Global, 
http://www.readglobal.org/our-work/read-nepal,（参照 2014-09-24）.  
 
（２） Room to Read による図書館 





READが図書館として独立した施設を設置しているのに対して、Room to Read は学校
図書館（図書室）を多く設置している。その対象として設定している利用者も、基本的に
は学校に通う生徒と教員である。この点において、READと Room to Read は異なる指向
性を持っていると言える。 
Room to Read の活動地域を郡単位で見てみると、中部から中西部にかけての丘陵地域
を中心に分布しており、特に西部丘陵地域は全体の約 40%が集中している。下の「表 15 ：









表 15 ：ネパールにおける Room to Read の活動地域 
  













東部 0  0  0  0  0  0  0  0  
中部 1  5.3  5  26.3  0  0  6  31.6  
西部 0  0  8  42.1  2  10.5  10  52.6  
中西部 0  0  1  5.3  2  10.5  3  15.8  
極西部 0  0  0  0  0  0  0  0  
合計 1  5.3  14  73.7  4  21.1  19  100  
 














 本研究において研究対象としたジョムソン村の READ センターは、「Puthang 
CommunityLibrary & Information Center（以下プータン・コミュニティ・ライブラリー）」
という名称を持ち、READ Nepal によってムスタン郡ジョムソン村に設置された地域図書
館である。2000 年に設立され、2004 年から運営が開始されている。設置に際しては、READ 
Nepal、ジョムソン村、District Development Committee（郡開発委員会）、そして女性
支援団体である Woman Development Office による共同出資が行われた。このうち、ジョ
ムソン村と郡開発委員会は公的セクター、READ Nepal と Woman Development Office
は民間セクターである。各団体の資金提供の割合は、下記の「表 16 ：プータン・コミュ
ニティ・ライブラリーの設立出資団体と出資額の割合」に示した通りである。なお、提供
額を示すネパールルピー（Rs.）は、2014 年 8 月時点で、ほぼ Rs.1 = ¥1 で換算できる。 
 
表 16 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの設立出資団体と出資額の割合 
団体名 提供額（Rs.） 割合（%） 
READ Nepal 2,085,000 75.66  
Community 570,653 20.71  
District Development Committee 50,000 1.81  
Women Development Office 50,000 1.81  






















下に示した写真「図 9 ：Puthang Community Library & Information Center の正面」、
「図 10 ：Puthang Community Library & Information Center の左方」、「図 11 ：
Puthang Community Library & Information Centerの右方」はそれぞれ、プータン・コ
ミュニティ・ライブラリーの入っている建物を正面の通りから撮影したものである。また、
「図 12 ：Puthang Community Library & Information Centerの外壁」は、プータン・
コミュニティ・ライブラリーの外壁に書かれた、図書館があることを示している案内を撮





図 10 ：Puthang Community Library & 






 図 9 ：Puthang Community Library &  
   Information Center の正面 




左）図 11 ：Puthang Community Library & Information Center の右方 













ているものの、「Puthan library and information center」の音をネパール語に翻字したも
のであり、黒い看板については、英語で「e-mail internet service available here」と書か
れている。扉の上の札については、前述の通り英語で「WELL COME」と書かれている。














表 17 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの各施設の大きさ 
部門名 寸法 面積 
児童部門 457.2cm * 416.56cm 19.7m２ 
図書館部門 746.76cm * 477.52cm 35.3m2 




 「表 17 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの各施設の大きさ」にある通り、プ












   
左）図 14 ：カウンターから見た館内（書架周辺） 
右）図 15 ：カウンターから見た館内（コンピュータ周辺） 
共に筆者撮影 
 

























図 16 ：館内に設置されたコンピュータ 
筆者撮影 
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 次に、来館者の利用目的についてまとめたのが、下に示した「表 19 ：来館者帳に記入
された利用目的」である。取り出した項目は「来館状況」及び「利用した部門及びサービ
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表 20 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーにおける蔵書構成 
ネパール語 
  











000-099 総記 74 3.3   000-099 総記 47  2.1  
100-199 哲学 52 2.4   100-199 哲学 21  1.0  
200-299 宗教 54 2.4   200-299 宗教 25  1.1  
300-399 社会科学 338 15.3   300-399 社会科学 48  2.2  
400-499 言語 27 1.2   400-499 言語 36  1.6  
500-599 純粋科学 18 0.8   500-599 純粋科学 35  1.6  
600-699 技術 117 5.3   600-699 技術 87  3.9  
700-799 芸術 32 1.4   700-799 芸術 5  0.2  
800-899 文学 724 32.7   800-899 文学 67  3.0  
900-999 歴史と地理 152 6.9   900-999 歴史と地理 68  3.1  
合計 
 
1,588 71.6   合計  439 19.8  
    










000-099 総記 0  0.0   
100-199 哲学 38  1.7   
200-299 宗教 14  0.6   
300-399 社会科学 60  2.7   
400-499 言語 1  0.1   
500-599 純粋科学 0  0.0   
600-699 技術 14  0.6   
700-799 芸術 2  0.1   
800-899 文学 39  1.8   
900-999 歴史と地理 22  1.0   











































































































3.2.1 カトマンズの READセンター 




して作られた。下に示した「図 21 ：カトマンズの READセンター」はその外観である。 
 
 

















トに接続されており、来館者が使用していた。CD や DVD といった視聴覚資料も置かれ
ていたが、どのような内容なのかは確認できなかった。上に示した「図 22 ：カトマンズ
の READ センター（館内の様子）」は館内を写真に撮ったものである。また、下に示した
「図 23 ：カトマンズの READセンター（コンピュータ周辺）」は、センター内に設置さ




左）図 23 ：カトマンズの READセンター（コンピュータ周辺） 













































































性を含めたその他の利用者は、20 代から 30 代前半と見られ、子供や高齢者は見られなか
った。 



















については、「表 22 ：インタビュー調査の実施条件」に示した。 
 
表 22 ：インタビュー調査の実施条件 







V 男性 非利用者 
回答者の職場 
（宿泊施設） 
英語 ネパール語 筆記 
回答は一部
口述 
M 女性 利用者 
回答者の職場 
（宿泊施設） 
ネパール語 チベット語 筆記   
Sa 女性 関係者 図書館内 ネパール語 ネパール語 口述   
Su 女性 利用者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
D 女性 関係者 図書館内 英語 ネパール語 口述   





チベット語 口述   
L 女性 利用者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
N 女性 利用者 図書館内 英語 
ネパール語 
タカリ語 
口述   
E 女性 利用者 図書館内 英語 ネパール語 口述   
B 男性 非利用者 
回答者住居近
くの食堂 







（１） 関係者 D 









「図 27 ：関係者 D」は、回答者の写真である。また、インタビューはネパール語と英語
によって質問を記した紙を渡した上で、英語によって行い、関係者 Dの回答は英語によっ
て行われた。なお、関係者 Dに対するインタビューに関する諸条件の詳細は、下記の「表 
23 ：関係者 Dに対するインタビュー」に示した。 
 
   表 23 ：関係者 D に対するインタビュー 
回答者 関係者 D 
性別 女性 
区分 図書館関係者 












    図 27 ：関係者 D 
 



































（２） 関係者 Su 




ら、ヒンドゥ系諸カーストの一つであると考えられる。下に示した「図 28 ：関係者 S」
は、回答者の写真である。また、インタビューはネパール語と英語によって質問を記した
紙を渡した上で、英語によって行い、関係者 Su の回答はネパール語によって行われた。
なお、関係者 Su に対するインタビューに関する実施条件の詳細は、下記の「表 24 ：関




  表 24 ：関係者 Su に対するインタビュー 
回答者 関係者 Su 
性別 女性 
区分 図書館関係者 
















































す用法もある５８。下に示した「図 29 ：利用者 M」は回答者の写真である。また、イン
タビューはネパール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、回答者のネパール語
による筆記回答によって行った。なお、関係者 Sに対するインタビューに関する諸条件の
詳細は、下記の「表 25 ：利用者Mに対するインタビュー」に示した。 
 









































（２） 利用者 Sa 
 利用者 Saは、プータン・コミュニティ・ライブラリー内で出会った 20 歳の女性である。
所属するカーストはラグンである。ラグンというカーストについての詳細は不明であるが、
利用者 Sa の外見などから、ヒンドゥ系諸カーストの一つであると推測できる。下に示し
た「図 30 ：利用者 Sa」は、回答者の写真である。また、インタビューはネパール語と
英語によって質問を記した紙を渡した上で、ネパール語で質問を読みあげる形で行い、回
答者は英語によって回答した。なお、利用者 Sa に対するインタビューに関する諸条件の




  表 26 ：利用者 Saに対するインタビュー 
回答者 利用者 Sa 
性別 女性 
区分 図書館利用者 




































詳細は、下記の「表 27 ：利用者 Lに対するインタビュー」に示した。 
 
  表 27 ：利用者 Lに対するインタビュー 
回答者 利用者 L 
性別 女性 
区分 図書館利用者 




























（４） 利用者 N 






た「図 32 ：利用者 N」は、利用者 N の写真である。また、インタビューはネパール語と
英語によって質問を記した紙を渡した上で、ネパール語で質問を読みあげる形で行い、回
答者は英語によって回答した。なお、利用者 N に対するインタビューに関する諸条件の詳
細は、下記の「表 28 ：利用者 N に対するインタビュー」に示した。 
 
 表 28 ：利用者 N に対するインタビュー 
回答者 利用者 N 
性別 女性 
区分 図書館利用者 












    図 32 ：利用者 N 
 













（５） 利用者 E 
 利用者 E はジョムソン村に住む 19 歳の女性で、プータン・コミュニティ・ライブラリ
ー館内で出会った利用者の一人である。所属するカーストはタカリ-トラズンである。タカ
リ-トラズンというカーストについては詳細不明であるが、前述の利用者 N と同様のタカ
リ族の中の分類であると思われる。下に示した「図 33 ：利用者 E」は、利用者 Eの写真
である。また、インタビューはネパール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、
ネパール語で質問を読みあげる形で行い、回答者は英語によって回答した。なお、利用者
Eに対するインタビューに関する諸条件の詳細は、下記の「表 29 ：利用者 Eに対するイ
ンタビュー」に示した。 
 
  表 29 ：利用者 E に対するインタビュー 
回答者 利用者 E 
性別 女性 
区分 図書館利用者 












    図 33 ：利用者 E 
 































 表 30 ：非利用者 V に対するインタビュー 
回答者 非利用者 V 
性別 男性 
区分 図書館非利用者 












    図 34 ：非利用者 V 
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 上に示した「図 34 ：非利用者 V」は、回答者の写真である。また、インタビューはネ
パール語と英語によって質問を記した紙を渡した上で、英語で質問を読みあげる形で行い、
回答者は英語の筆記によって回答した。なお、非利用者 Vに対するインタビューに関する






































（２） 非利用者 T 
 非利用者 T は、ジョムソン村本村のはずれにあるホテルのコックを勤める、20 歳の男
性である。所属するカーストはラマである。ラマとは、チベット系の民族を示すカースト





インタビューに関する諸条件の詳細は、下記の「表 31 ：非利用者 Tに対するインタビュ
ー」に示した。 
 
 表 31 ：非利用者 T に対するインタビュー 
回答者 非利用者 T 
性別 男性 
区分 図書館非利用者 






























 非利用者 T はプータン・コミュニティ・ライブラリーを現在利用しておらず、また利用
したこともない。その理由として、自身のネパール語能力の不足を挙げると共に、図書館
が好きではないとも回答している。また図書館を利用しない理由として、非利用者 Tの勤







校において、毎週金曜日に Library Time という時間が設けられ、ゴータマ・ブッダに関
する物語などを読んでいたという。 
 
（３） 非利用者 B 
 非利用者 B は、ジョムソン村本村に住み農業を生業とする、55 歳の男性である。所属
するジャートはマッラである。マッラというカーストについての詳細は不明であるが、非
利用者 Bの容姿及び、チベット語系の言語であるボテ語を話せることから、モンゴロイド








 表 32 ：非利用者 B に対するインタビュー 
回答者 非利用者 B 
性別 男性 
区分 図書館非利用者 












    図 36 ：非利用者 B 
 





















表 33 ：来館者帳における図書館利用者の性別・年齢グループ・教育経験 
ID
 
















































































1   ○     ○             ○   ○   ○     
2 ○       ○             ○     ○       
3   ○     ○               ○ ○         
4   ○     ○             ○   ○         
5   ○     ○           ○         ○     
6 ○       ○           ○       ○       
7   ○       ○           ○           ○ 
8   ○         ○     ○           ○     
9   ○       ○         ○       ○       
10   ○       ○                 ○       
11           ○       ○         ○       
12           ○       ○         ○       
13           ○                         
14   ○     ○       ○       ○   ○       
15 ○       ○       ○   ○     ○         
16   ○       ○     ○     ○     ○       
17   ○       ○     ○           ○       
18 ○       ○       ○   ○     ○         
19   ○       ○     ○           ○       
20 ○       ○       ○           ○       

















表 34 ：インタビュー回答者における図書館利用者の性別・年齢グループ・教育経験 
ID
 
















































































M ○     ○               ○   ○         
Sa ○       ○               ○ ○         
L ○     ○               ○   ○         
N ○     ○             ○     ○         


































利用者 T から、利用者 M がチベット語を母語としているという発言があったため、ここ
では利用者M の母語をチベット語とした。 
 一方で、プータン・コミュニティ・ライブラリーの蔵書構成を言語によって分類した場
































にあるという。利用者 L は利用者 Sと同様に、知識の獲得を目標とした蔵書利用が主な目
的であると回答している。利用者 N 及び E は、利用者 L と共に来館し、蔵書の利用を主
な目的として挙げたが、利用者 L とは異なり、知識の獲得については言及しなかった。 
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表 36 ：来館者帳の来館者のカースト   表 37 ：インタビュー回答者のカースト 
民族／カースト 人数  区分 民族／カースト 人数 




ジャナジャティ 3  ラグン 1 
バウン／チェトリ 10  ネワール 1 
マデシ 0  タカリ 2 




その他 2  ラマ 1 
  
 マッラ 1 
出典：来館者帳を参考に筆者作成 

























































































































































































ネパールにおいて、図書館とは、READセンターを除けば、そのほとんどが Room to Read
による学校図書館や一部の私立学校の学校図書館、大学図書館となる。結果として、学校
教育と図書館という二つの要素が結びついたと考えられる。 





















て Room to Read や READといった NGOによる図書館が主である。このうち、Room to 












































































































































































































 この 10 名というインタビュー回答者の数は、ジョムソン VDC の人口 1,370名、あるい
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付録資料 1 ：ネパールの諸カースト／民族の概要 
カテゴリ カースト 民族 
タガダリ （聖紐を身につけた者） 
ウパディヤ・ブラーマン 中間山地のブラーマン   
ラージプート（タクリ） 中間山地のチェットリ   
ジャイシ・ブラーマン 
（ブラーマンの非嫡出子） 










インドのブラーマン タライのブラーマン   
苦行者のセクト 中間山地のブラーマン   
「低位」ジャイシ 中間山地のブラーマン   
ネワール諸カースト   ネワール（中間山地） 
奴隷化不可能なマトワリ （酒を飲む者）   
マガル   マガル（中間山地） 
グルン   グルン（中間山地） 
スンワル   スンワルとジレン（中間山地） 
他のネワール諸カースト   ネワール（中間山地） 











チェパン   チェパン（中間山地） 
クマル（壺作り） タライの職業カースト その他（中間山地） 
ハユ     
タルー   タルー（タライ） 








ガルディ（解放奴隷の子孫）     
水を与えられないが可触のカースト   
カサイ（ネワールの肉屋）   ネワール（中間山地） 
クスレ（ネワールの楽士）   ネワール（中間山地） 
ヒンドゥのドビ 
（ネワールの洗濯屋） 
  ネワール（中間山地） 
クル（ネワールのなめし工）   ネワール（中間山地） 




    
水を与えられず不可触のカースト 
カミ（鉄鍛冶） 中間山地の職業カースト   




中間山地の職業カースト   
ダマイ（仕立屋、楽士） 中間山地の職業カースト   







  ネワール 
チャメ（ネワールの掃除人）   ネワール 
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出典：石井溥編. 暮らしがわかるアジア読本: ネパール. 河出書房, 1997, 334p. 





付録資料 3 ：インタビュー調査質問内容 
     
ネパール訪問調査_質問内容 
नेपाल भ्रमण  सर्वेक्षण  प्रश्नार्वली 
 
はじめにआरम्भमा 
Hello. My name is Banri Morikawa. I’m from the University of Tsukuba in Japan. 
नमस्कार। मेरो नाम बंरी मोररकार्वा हो। म जापानको चुकुबा  वर्वश्ववर्वद्यालबाट आएको हुँ। 
I’m asking people what they think about library in this village. 
म गाउुँका पुस्तकालयको बारेमा मावनसहरुको सोचाइ कस्तो रहकेो छ भन्ने प्रश्न  उनीहरुलाई गर्दछु। 
I have a few questions that will take about 10-15 minutes. All questions are optional. 
म संग १० र्वेि १५ वमनेट सम्म लाग्ने केही प्रश्नहरु छन्। प्रश्नहरु सबै ऐवछछक हन्। 
As thanks, you will get some Japanese sundries. 
आभारको रुपमा तपाईंलाई जापानी सामानहरु दर्इने छ। 
Would you like to participate? 
तपाईं सहभागी हन चाहानहुन्छ? 
 
A : 導入 सुरुवात 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 Are you resident of this village? [Yes / No] 
 तपाईं यस गाउुँको र्वावसन्र्ा हनुहन्छ?(हो /होइन) 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
    If you will not mind, please tell me where do you live in? 
      यदर् तपाईंलाई समस्या नभए  भन्नोस् दक तपाईं कहाुँ बस्नहुन्छ? 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 र्वासस्थान बताइदर्एमा 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  How long does it take to come here from ***? 
  त्यस ठाउुँबाट यहा सम्म आउन कवत समय लाग्छ? 
 
2 : 言語 भाषा 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 What is language you use at your home usually? 
 तपाईंले आफ्नो घरमा प्रायजसो  प्रयोग गने भाषा के हो? 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  Can you speak Nepali? [Yes / No] 
  तपाईं नपेाली भाषा बोल्न सकु्नहन्छ?(सक्छु /सवक्र्न) 
 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
Can you read Nepali? [Yes / No] 
तपाईं नपेाली भाषा पढ्न सकु्नहन्छ?(सक्छु /सवक्र्न) 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
  Please choose your level of reading. 
    कुन स्तर सम्मको   र्वाक्य पढ्न सकु्नहन्छ? 
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  You can read...     तपाईंले पढ्न सके्न 
- your name तपाईंको नाम 
- package सरसामान 
- letter or e-mail पत्रहरु तथा  इ मेल 
- newspaper समाचारपत्र 
- official document औपचाररक  पत्रहरु 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 Can you write Nepali? [Yes / No] 
 तपाईं नपेाली भाषा लेख्न सकु्नहन्छ?(सक्छु /सवक्र्न) 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
  Please choose your level of writing. 
  कुन स्तर सम्मको र्वाक्य लेख्न सकु्नहन्छ? 
  You can write... तपाईंले लेख्न सके्न 
- your name तपाईंको नाम 
- letter or e-mail पत्रहरु अथर्वा इ मेल  
 
2-4 : 他に読み書きできる言語はありますか？ たとえば英語、ヒンドゥ語など。 
 Can you read, write or speak any other languages? 
  Such as English, Newali, Hindi or some other languages. 
  पढ्न  लेख्न  तथा बोल्न सके्न अन्य कुनै भाषा छ? 
  उर्ाहरणको लावग अंग्रजेी नेर्वारी वहन्र्ी र्वा अन्य कुन ै
 
B：図書館利用者向けの質問 पुस्तकालय  प्रयोग गरे्नहरुका लागग प्रश्र्न 
1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 How often do you visit this library? 
 तपाईं पुस्तकालयको उपयोग कवत  पटक गनुदहन्छ? 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 How do your families or friends use this library? 
 तपाईंको पररर्वार तथा साथीभाइहरु पुस्तकालयको उपयोग कवतको गनुदहन्छ? 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 What is your main purpose of using library? 
 तपाईं के का लावग पुस्तकालयको उपयोग गनुदहन्छ? 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  What kind of services do you use the most frequently? 
     पुस्तकालयमा धेरै जसो कुन सुवर्वधाको उपयोग गनुदहन्छ?   
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 Do you have any request for this library? 




C : 図書館員向けの質問 पुस्तकालयमा काम गरे्नहरुका लागग प्रश्र्न 
1 : あなたはいつからこの図書館で働いていますか？ 
 How long have you worked at this library? 
 तपाईं कवहले र्िेी यस पुस्तकालयमा काम गर् ैहनुहन्छ? 
 
2 : あなたは司書養成課程を卒業しましたか？ 
 Have you graduated library school? [Yes / No] 
 तपाईंले लाइब्रेररयन सम्बवन्ध पढाइ गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 2' : Yes の場合 ＞ どこでその教育を受けましたか？ 
  Where did you get that education? 
  कहाुँ बाट त्यसको पढाइ गनुदभएको हो? 
 
3 : あなたはこの図書館の正規の職員ですか？ 
 Are you full-time staff or part-time worker? 
 तपाईं यस पुस्तकालयको औपचाररक कामदचारी हनहुन्छ? 
 3' : No の場合 ＞ あなたの本業は何ですか？ 
  Could you tell me what is your main occupation? 
   तपाईंको प्रमूि  पेशा के हो बताइदर्नुहन्छ? 
 
4 : この図書館ではどのようなサービスを提供していますか？ 
 What kind of services do you provide in this library? 
 यस पुस्तकालयमा कस्तो सेर्वा उपलब्ध गराउनहुन्छ? 
 
5 : 提供の必要を感じているサービスはありますか？ 
 Are there any services which you find necessity? [Yes / No] 
 तपाईंको वबचारमा उपलब्ध गराउन आर्वश्यक  कुनै सेर्वा छ?(छ /छैन) 
 5' : Yes の場合 ＞ そのサービスはなんですか？ 
  Please tell me what is that service? 
  त्यो कुन सेर्वा हो? 
 5’’ : なぜそのサービスを提供しないのですか？ 
  Then, could you tell me the reason why you don't provide it? 
  दकन त्यस सेर्वाको उपलब्ध हनसकेको  छैन? 
  The reason why you can’t provide that service is shortage of… 
  त्यस सेर्वाको उपलब्ध हन नसकेको  कारण  चावह 
- Staff कमदचारी 
- Facilities सुवर्वधा 
- Fund कोष 
- Knowledge ज्ञान 
- Time समय 
- Other factors अन्य 
 
6 : 図書館員としての今後の目標などはありますか？ 
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 What is your future plan as a librarian? 
 पुस्तकालय कमदचारीको  रुपमा भवर्वष्यको  कुनै उद्देश्य रहकेो छ? 
 
D : 利用していない人向けの質問 उपयोग र्नगरेकाहरुका लागग प्रश्र्न 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
 Could you tell me the reason why you don't use this library? 
 तपाईं के कारणले पुस्तकालयको प्रयोग गनुदहन्न? 
 
2 : 図書館を使ってみたいと思っていますか？ 
 Would you like to use library? 
 पुस्तकालयको उपयोग गरौं भवन सोछनुहन्छ? 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 How do your families or friends use this library? 
 तपाईंको पररर्वार तथा साथीभाइहरु पुस्तकालयको उपयोग गनुदहन्छ? 
 
E : 基本情報 आधारभूत सुचर्नाहरु 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 Could you tell me your name? 
 तपाईंको नाम के हो? 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 Could you tell me your job? 
 तपाईंको पेशा के हो? 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 Have you graduated from elementary school? [Yes / No] 
 तपाईंले प्राथवमक वशक्षा परुा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  Then, have you graduated from junior high school? [Yes / No] 
  अवन माध्यावमक वशक्षा पुरा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  Then, have you graduated from high school? [Yes / No] 
  अवन उच्च माध्यावमक वशक्षा पुरा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  Have you graduated from university or college? [Yes / No] 
   वर्वश्ववर्वद्यालयको वशक्षा परुा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 3'''' : はい の場合 ＞ 大学院は卒業しましたか？ 
  Have you finished curriculum of the graduate school? [Yes / No] 
   मास्टरको पढाइ परुा गनुदभएको छ?(छ /छैन) 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 Have you received some kind of education not only school education? 
  तपाईंले वर्वद्यालय वशक्षा बाहके अन्य कुनै तावलम र्वा वशक्षा प्राप्त गनुदभएको छ? 
  Such as vocational training or some other non-formal education. 
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  उर्ाहरणको लावग प्रावर्ववधक तावलम र्वा अन्य कुनै  अनौपचाररक  वशक्षा 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  Could you tell me what kind of education it is. 
   त्यो कस्तो िालको  वशक्षा वथयो बताइदर्न सकु्नहन्छ? 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 Could you tell me your age? 
 तपाईंको उमरे कवत हो? 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 If you will not mind, could you tell me your ethnicity and caste? 
 यदर् तपाईंलाई समस्या छैन भने तपाईंको कुन जावत र थरको हनहुन्छ बताउनहुोला। 
 
おわりに अन्त्यमा 
Thank you for answering my questions. 
जर्वाफका लावग धन्यर्वार्। 
Please accept this as a small token of my gratitude. You can choose whichever you like. 
आभारको रुपमा यहाबाट कुनै एक सामान वलनहुोला। आफूलाई मनपने कुनै एक छान्नोस्। 
Thanks again! धन्यर्वार्। 
 
付録資料 4 ：インタビュー結果 非利用者 V 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.22 13:20-13:35 
 回答者の性別 … 男 
 インタビュータイプ … 非利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 






D : 図書館を利用していない人向けの質問 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
補足 ： 筆記での説明が難しいとのことだったため、口頭での回答に切り替え 
  以下、Oが被調査者、Rが調査者 










 R; あぁ。本を読みたい。 
 O; はい。 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 いいえ 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 V 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 ウェイター 
補足 ： ジョムソン村の Neeru Guest Houseに勤務。Neeru G.H.は図書館のす
ぐ隣の建物。ゲストハウスのオーナーの家族ではない。 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
Hindu dharma 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 17歳 
 





付録資料 5 ：インタビュー結果 利用者M 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.23 9:30-9:50 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 図書館利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー内容 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 いいえ 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
  ファラック村 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  2時間程度 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 家では大体自分の母国語を使います。（原文直訳） 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  はい 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 





1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 1日 1回 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 1日 1回 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 新しいことを学ぶため 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  腰掛けるための椅子 
 





E : 基本情報 आधारभूत सुचर्नाहरु 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 M 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学制 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 いいえ 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 16歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Boteの Gurung 
 
付録資料 6 ：インタビュー結果 関係者 S 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.23 13:20-13:35 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 






1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 週に一回、本を一冊読むくらいなので、「時々」です。（訳文ママ） 
 





3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
本を読むことです。以前インターネットがあった時にはそれを使うためにも来て
いました。また、子供に本を読ませるためにも使っています。（訳文ママ） 










E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 S 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
この図書館の子供向けセクションで子供たちに教えています。10 時から 1 時まで
です。（訳文ママ） 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 初等教育は、この空港にあるスリー・ナムナ小学校です。（訳文ママ） 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  中等教育はスリー・ジャナアヨダヤ中学校です。（訳文ママ） 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
そして高等学校については、今私は 12 年生です、S.L.C を卒業して 12
年生の勉強をしています。（訳文ママ） 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  7日間の料理研修を受けました。（訳文ママ） 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 20歳 
 





付録資料 7 ：インタビュー結果 利用者 S 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.12:30-12:45 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 




1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 １週間に１回程度 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 利用なし 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 ソーシャル・アクティビティに参加するため 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書貸出 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 特になし 
 
E : 基本情報 आधारभूत सुचर्नाहरु 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 S 
 





3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'''' : はい の場合 ＞ 大学院は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  はい、社会や女性支援、あと森や ICTについてです。（訳文ママ） 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 20歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Ragun 
 
付録資料 8 ：インタビュー結果 関係者 D 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.24 13:40-14:00 
回答者の性別 … 女 
インタビュータイプ … 図書館関係者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 





C : 図書館員向けの質問 
1 : あなたはいつからこの図書館で働いていますか？ 
 2年前から 
 
2 : あなたは司書養成課程を卒業しましたか？ 
 いいえ 
 










5 : 提供の必要を感じているサービスはありますか？ 
 はい 
 5' : Yes の場合 ＞ そのサービスはなんですか？ 
  Eメール、インターネット、新たな蔵書 
 5’’ : なぜそのサービスを提供しないのですか？ 
資金の不足 
 
6 : 図書館員としての今後の目標などはありますか？ 
 図書館利用者に対する教育 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 D 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
図書館員 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'''' : はい の場合 ＞ 大学院は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 




 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  READネパールによる図書館員教育 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 23歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Nepali 
 
付録資料 9 ：インタビュー結果 非利用者 T 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.24  21:20-21:40 
 回答者の性別 … 男 
 インタビュータイプ … 非利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 チベット語 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  はい 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
新聞 
 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 









D : 図書館を利用していない人向けの質問 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
 ネパール語を充分に使えないので 
 




 追加質問 : なぜ使ってみたいと思わないのですか？ 
  私は図書館が好きではありません 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 役に立つ、知識や情報を得られるといった理由で利用します。 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 T 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 宿泊施設の厨房係 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  椅子とベッドを作りました。 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 20歳 
 































付録資料 10 ：インタビュー結果 利用者 L 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.28 14:00-14:15 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 いいえ 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
  Nawalparasi 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 







2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 




1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 １ヶ月に１回程度 
 





3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 知識を得るために利用する 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書の貸出 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 インターネットへの接続 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 L 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3''' : はい の場合 ＞ 大学は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  図書館の社会教育プログラム 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 18歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Newali 
 
付録資料 11 ：インタビュー結果 利用者 N 
  
（１）基本情報 
 実施日時 … 2014.03.28 14:15-14:30 
 回答者の性別 … 女 
 インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 いいえ 
 1' : No の場合 ＞ どこの村に住んでいますか 
  Nagalkhot 
127 
 
 1'' : 住んでいるところを教えてくれた場合 
  ＞ そこからここに来るのにどのくらいの時間がかかりますか？ 
  バスで 1時間半程度 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語とタカリ語 
 2-1’ : 第一言語がネパール語以外の場合 ＞ ネパール語を話せますか？ 
  はい 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 




1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 1ヶ月に 1回程度 
 
2 : あなたの家族や友人の図書館の利用状況はどうですか？ 
 友人は 1ヶ月に１回程度、家族の利用はなし 
 
3 : あなたは何のために図書館を使っていますか？ 
 読書 
 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書の利用 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 特になし 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 N 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  はい 
 3'' : はい の場合 ＞ 高等学校は卒業しましたか？ 




4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 いいえ 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 18歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
 Gouzan takhali 
 
付録資料 12 ：インタビュー結果 利用者 E 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.28 14:30-14:40 
回答者の性別 … 女 
インタビュータイプ … 利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 
 2-2' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を読めますか？ 
公的文書 
2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 





1 : あなたは普段、どのくらいの頻度で図書館を利用していますか？ 
 1ヶ月に１回程度 
 









 3' : 図書館でよく利用するサービスはなんですか？ 
  蔵書貸出とインターネット 
 
4 : 何か図書館に求めるサービスはありますか？ 
 新しい図書とインターネット接続 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 E 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 学生 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 はい 
 3' : はい の場合 ＞ 中学校は卒業しましたか？ 
  いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 はい 
 4’ : Yes の場合 ＞ それはどのような教育ですか？ 
  ACASによる社会教育プログラム 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 19歳 
 
6 : 差し支えなければ、あなたの民族とカーストを教えてください 
Takhali Trazun 
 
付録資料 13 ：インタビュー結果 非利用者 B 
  
（１）基本情報 
実施日時 … 2014.03.30 11:30-11:45 
回答者の性別 … 男 
インタビュータイプ … 非利用者インタビュー 
 
（２）インタビュー結果 
A : 導入 
1 : あなたはこの村の住民ですか？ 
 はい 
 
2 : 言語 
2-1 : あなたが普段家で使っている言語は何ですか？ 
 ネパール語 
 
2-2 : あなたはネパール語を読むことができますか？ 
 はい 





2-3 : あなたはネパール語を書くことができますか？ 
 はい 
 2-3' : Yes の場合 ＞ どの程度のレベルの文章を書けますか？ 
手紙や Eメール 
 




D : 利用していない人向けの質問 
1 : あなたはなぜ図書館を利用しないのですか？ 
教育を受けていませんので。（訳文ママ） 
 
2 : 図書館を使ってみたいと思っていますか？ 
 わかりません 
 
3 : あなたの家族や友人は図書館を使っていますか？ 
 利用していません 
 
E : 基本情報 
1 : あなたの名前を教えて下さい 
 B 
 
2 : あなたの職業を教えて下さい 
 農業 
 
3 : あなたは小学校を卒業しましたか？ 
 いいえ 
 
4 : あなたは学校教育以外の何らかの教育を受けたことがありますか？ 
 いいえ 
 
5 : あなたの年齢を教えて下さい 
 55歳 
 






付録資料 14 ：プータン・コミュニティ・ライブラリーの来館者帳 
 
